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論 文 内 容 ⑳ 要 旨

〔冒的〕

マラリアは熱帯。亜熱帯地域を中心に年 間約２億人が感染 している世界 最大の 感染症である． マ ラリ ア原虫

（肋 鰍ｏ肋 郷μ 吻鮒 ㈱ ： 助 は赤血球内で分化官増殖するが
王

侵入遇程の詳細は不明な点が多い。 本研究では赤

血球膜の脂質ラフ朴がマラリア原虫の侵入 （膜の内方陥凹変化） に必須であるとの仮説に基づ養
，

その構成成 分

で あ る ス フ ィ ン ゴ ミ ヱ リ ン を ス フ ィ ン ゴ ミ エ リ ナ ー ゼ（ＳＭ 搬 ）で 加 水 分 解 す る こ を で
、

① ラ フ ト が 消 失 す る か
、

② マ ラ リ ア 原 虫 の 侵 入 が 阻 止 さ れ る か
号 に つ い て 検 討 し た

．

〔方法〕

ヒト赤血球を ＳＭ 搬 で処理し
，

ラフトを 脳 娩 Ｘ４⑪⑪非可溶性画分＆して庶糖密度勾 配法 で固収 した． ラフト

を 構 成 す る ス フ ィ ン ゴ ミ エ リ ン、 コ レ ス テ 砥 一 ル を 常 法 で、 賊１１腕 ４， Ｇｓα を イ ぷ ノ ブ 回 ツ ト 法 で そ れ ぞ れ 解 析 し

た． 護た
、

レーザー国析法を用いて赤血球膜の伸展 性を測定 した ＳＭ 搬 処理赤斑球と 研 感染赤塩球を混和 し
亨

顕微鏡下に 研 感染率を測 定し た

〔緒果〕

①ｓＭ 搬 拠 理 （脆⑪～５⑪⑪醐Ｕ 加１， ３７℃
， ６０ 分） に よ り 赤 血 球 膜 の 総 ス フ ィ ン ゴ ミ エ リ ン 量 は 減 少 し、 総 コ レ ス

テ ロ ー ル 量 は 維 持 さ れ た
，

② 同 拠 理 に よ り ラ フ ト 画 分 （ス フ ィ ン ゴミ エ リ ン
， コ レ ス テ ロ ー ル

， 脆 搬１脹１亭 Ｇ 鰍）

は消失 した． 一方
，

赤血球膜の伸展性は維持さ れた． ③ＳＭ 搬 の濃度依存性 に 琢 感染率は低下（最大８０％）した，

〔考察〕

①ＳＭ 搬 処理により赤愈球膜外層のス フィ ンゴミエリンの８０％ がカ蘭水分解さ れ亨 ラフトは消 失したことから壬

ス フ ィ ン ゴミ エ リ ン が 赤 血 球 膜 ラ フ ト の 縫 持 に 必 要 で あ る こ ＆ が 示 さ れ た
．

② ラ フ ト の 消 失 に よ り マ ラ リ ア 原 虫 の 感 染 が 阻 止 さ れ た ζ と盲 お よ び ラ フ ト が Ｇｓα を 介 す る 情 報 伝 達 に 必 要 で

あること（Ｋ狐 娩 ら， 蟹Ｏ０８）から亭 マラリア原蛮 はこの情報伝 達系を利用して赤血球膜を内方陥凹させて侵入し

て い る 可 能 性 が 示 唆 さ れ た
．

〔緒論〕

赤 血 球 膜 を ＳＭ 搬 処 理 す る こ と に よ り ス フ ィ ン ゴミ エ リ ン が 加 水 分 解 さ れ， ① ラ フ ト は 消 失 し亭 ② マ ラ リ ア 原

虫 の 侵 入 が 阻 止 さ れ た
．

論 文 審 査 ⑳ 要 爵

マラリア原虫（肋ｓ㈱ 肋郷 例 吻鮒 榊）はヒト赤血球内で分化。増殖するが、 侵入過程の詳細は不明な点が多い．

本研究では赤塩球膜の脂質ラフトがマラリア原虫 の侵入 （膜の内方陥凹変化） に必須であるとの仮説に基づ養
，
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そ の 構 成 成 分 で あ る ス フ ィ ン ゴ ミ エ リ ン を ス フ ィ ン ゴミ エ リ ナ ー ゼ（ＳＭ 搬 ） で 加 水 分 解 す る こ と で
亨

① ラ フ ト が

消失する か
苧

②マラリア原虫の侵入が阻止されるか
、

について 検討 した． 赤愈球膜をＳＭ 搬 拠理することにより

ス フ ィ ン ゴ ミ ヱ リ ン が 加 水 分 解 さ れ，
① ラ フ ト は 消 失 し王 ② マ ラ リ ア 原 虫 の 侵 入 が 阻 波 さ れ た

．

マラリアは熱帯由亜熱帯地域を申心に年間約２億人が感染 している世界最大の感染症である
．

本研究はラフト

がマラリア原虫の赤塩球侵入に必須であり
，

その消失による感染 阻止の可能憧を示唆 した価値ある論文である．
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〔目的〕

三尖弁閉鎖症 をはじめ単心室性の房室結合を示す症例やさま ざ護な複雑心奇形により二心室修復が不可能な症

例 に対 しＦ⑪敏狐 手術が行われている が
ヨ

術後遠隔期には上室牲不 整脈
，

蛋自漏出性胃腸症
、

チアノーゼの進行や

心不全等の合傍 症が認められる． こう した症例に対し 施櫨１ｃ狐 岬 ω鵬 鵬町ｃｏ醐ｅｃｔ鮎 （ＴＣＰＣ）ｃ⑪卿 鵬ｉ㎝ が施

行 さ れ る よ う に な っ て 養 て い る が 手 術 適 応 は 明 確 で な く
苧

術 後 成 績 も 明 ら か で な い．
今 固 わ れ わ れ は ＴＣＰＣ ｃｏ阯

聡鵡娩 後の串期遠隔期成績より手術適応を検討 した．

〔対象および方法〕

対象症例 は 醐９年３月 ～易Ｏ０８年１月護 でに当科にて ＴＣＰＣｃｏ卿 搬１⑪双を行った 脆 例と した
．

手術 時平均年

齢
壬

体重
、

初 固亘ｏ就独 手循年 齢と初 回 頁㎝ 腕 手術 か らの期 間はそ れ ぞれ 脇 壮 蝸 歳
，

楓 壮 訟０晦 １＆Ｏ±鮎

歳 と １堪．６ 蛎．五 年 で あ っ た、 上 室 性 不 整 脈 を １６ 例 （６ 蝋 ） に亭 右 房 内 血 栓 を １３ 例 （５⑪％） に 認 め た． 術 前 ＮＹ貫Ａ

心 機 能 分 類 は 硲 例 （蝿 ％） が 曲 ｓｓＩ， ２０ 例 （７７％） が ぬ ｓｓ亙Ｉ， ２ 例 （８％） が 曲ｓｓ 唖 で あ っ た． こ れ ら の 症 例 を

後 方 視 的 に 検 討 し た
．

〔緒果〕

全例 に人工血管を用いて ＴＣＰＣｃｏ卿 鵬１㎝ を施行 し亨 同時手術と して 遡 例 （蝿％） に ＭＡ班 手術を， 右房内

血栓を認める１３例には血栓除去術を施行 した
，

また
、 房室弁逆流を ｎＩ度以上認めた５例 に対 して共通房室弁形

成術を施行 した，病院死亡は盗例 で
，

いず れも低拍出量症侯群による多臓器不全で失った．堪例をもに術 前 ＮＹＨＡ

ｄ鰯 亙 で３例 に術前心房細動を認めた． 病院死 立群の平均手術時間苧 人工心肺バイパス時聞、 人工心肺バイパス

離 脱 時 申 心 静 脈 圧 お よ び 出 血 量 は そ れ ぞ れ ８２８± 螂 赫Ｒ冒
粥６ 却 ３赫 籔宇

班
．
５±５

．
腕 ㎜Ｈｇ と 藪

、６
２５ 劫

篶
６５２胴１皇 で

あった． 遠隔期死亡は堪例 で
害

心不 金 肺炎
、

肝機能障害に伴弓含併症で失った， 遠隔期死亡群遂例申２例（５０％）

が衛前 ＮＹＨＡｃ１鑓ｓＩ壷
２例（５０％）が ｄ 欄 Ｈ で術後は全例ｃ１棚 Ｉｎ で改善が認められず手術介入時期に聞題があ

ると考完られた． 生存症例の術後 叱ｙｔ腕 は洞調律８例（独％）
亭

ぺ一スメーカー調律６例（３３％）と 独 例（７７％）

に整調律を認め、 術前五２例 （６６％） に認めていた不整脈は逐例 （２３％） に減 少し、 ＮＹ班Ａ 心機能分類で は術前
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